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平成 27年度第 1回 小平市環境審議会 会議要録 

 

１ 日 時   

平成 27年 8月 7日（金） 午前 10時～午前 11時 40分 

２ 場 所   

小平市役所 庁議室 

３ 出 席 者   

○小平市環境審議会委員 12名  

塩川久男会長、宮本千俊副会長、栗原道彦委員、髙橋雅子委員、細江卓朗委員、 

山根栄子委員、猪熊勇一委員、小川泉委員、内藤雅夫委員、西成典子委員、生原喜久雄委員、

金子亨委員 

○事務局 13名 

環境部長、環境政策課長、環境政策課長補佐、環境政策課環境対策担当係長、環境政策課主任、

環境政策課主事、資源循環課長、資源循環課長補佐（管理担当）、資源循環課長補佐（施設整備

担当）、水と緑と公園課長、水と緑と公園課長補佐、下水道課長、下水道課計画担当係長 

４ 傍 聴 者   

  0 人 

５ 議 題   

・小平市第二次環境基本計画環境施策の平成 26年度実施状況について 

・小平市地域エネルギービジョンの進捗状況（平成 26年度実績）について 

・第二次エコダイラ・オフィス計画環境配慮行動評価書（平成 26年度実施状況）について 

・小平市一般廃棄物処理基本計画の数値目標等（平成 26年度実績）について 

６ 配付資料   

・小平市第二次環境基本計画環境施策の平成 26年度実施状況について 

・小平市第二次環境基本計画環境施策の平成 26年度実施状況 

・小平市地域エネルギービジョン進捗状況報告（平成 26年度実績） 

・第二次エコダイラ･オフィス計画環境配慮行動評価書（平成 26年度実施状況） 

・小平市一般廃棄物処理基本計画の数値目標等（平成 26年度実績） 

・小平市一般廃棄物処理基本計画（旧ごみ処理基本計画）数値目標等の推移 

７ 主な意見 

・市制施行 50周年の時に広がった全市的な花いっぱい運動を継続してほしい。 

・玉川上水の樹木の保存や自転車通行の規制など、小平市独自の取組を進めてほしい。 

・二酸化炭素排出量の増加原因について、CO2排出係数との関係をわかりやすく表現するべき。 

・環境家計簿について、事業者の参加が増えるような工夫をするべき。  

・公共施設の緑のカーテンの取組を拡大し、維持管理への市民参加を検討してほしい。 

・太陽光発電日本一について、人口や面積などのデータに基づく目標設定が必要である。 

・小水力発電について、環境教育のためにも検討を継続をするべき。 

・市全体の高効率照明化を進めるために、自治会の街路灯も対象に入れるべき。 
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・小平市の保育園、小中学校の給食における地場産農産物の利用は北多摩の中でも進んでおり、 

今後もさらに割合を高めるよう進めていく。 

・廃棄物の数値目標の達成に向けて、具体的な取組などを加えた方がよい。 

・家庭ごみ有料化については、平成 31年度を目指す中で、詳細についても知らせてほしい。 

・報告書は誰が見てもわかりやすいようにまとめるべき。 

 


